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奥
多
摩
町
在
住
の
写
真

家
・
花
森
俊
一
さ
ん
の
作

品
展
が
現
在
、
鳩
ノ
巣
駅

舎
内
の
「
沿
線
ま
る
ご
と

ホ
テ
ル
」
フ
ロ
ン
ト
（
奥

多
摩
町
棚
沢
、
０
４
２
８

‐
８
５
‐
８
１
９
０
）
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。「
氷

の
花
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

幻
想
的
な
写
真
を
観
賞
し

に
、
観
光
客
や
地
元
住
民

が
訪
れ
て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
を
抱
え
て
50
年

余
り
に
な
る
花
森
さ
ん
は

主
に
、
西
多
摩
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
文
化
や
生
活
、
風

景
、
自
然
現
象
な
ど
に
レ

ン
ズ
を
向
け
て
き
た
。
中

で
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

撮
り
続
け
た
の
が
霜
柱
。

添
え
た
「
ほ
ん
わ
か
・
奥

多
摩
四
季
だ
よ
り
」（
東

京
文
献
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

が
あ
る
。

　

同
ホ
テ
ル
は
、
さ
と
ゆ

め
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
2
社

が
出
資
し
た
「
沿
線
ま
る

ご
と
」
が
運
営
。
無
人
駅

舎
な
ど
を
ホ
テ
ル
の
フ
ロ

ン
ト
と
し
て
活
用
し
、
沿

線
の
集
落
に
あ
る
古
民
家

を
ホ
テ
ル
客
室
な
ど
に
改

修
。
地
域
住
民
が
ホ
テ
ル

の
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
接
客

や
案
内
を
す
る
こ
と
で
、

沿
線
地
域
全
体
を
楽
し
む

世
界
観
を
構
築
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。

　

同
ホ
テ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
渡
辺
舞
さ
ん

は
「
町
を
歩
き
、
顔
な
じ

み
に
な
っ
た
花
森
さ
ん
が

写
真
家
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
事
務
所
の
一
角
を
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
作
品
展

を
開
い
て
も
ら
っ
た
。
作

品
展
が
人
を
つ
な
ぐ
場
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め

る
。

　

花
森
さ
ん
は
「
こ
こ
10

年
、
温
暖
化
の
影
響
で
山

が
乾
燥
し
氷
の
花
が
撮
影

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

作
品
を
見
て
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
、
環
境
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
す
。

　

開
館
時
間
は
10
時
～
16

時
。
観
覧
無
料
。
10
月
31

日
ま
で
。

奥多摩の写真家・花森俊
一さんが写真展「氷の花」
　霜柱の造形美捉える

訪れた観光客に写真を解説する花森さん（手前）

羽村市郷土博物館開館 40周年
　

羽
村
市
郷
土
博
物
館

（
羽
村
市
羽
）
は
開
館
40

周
年
記
念
と
し
て
10
月
1

日
か
ら
「
生
誕
１
４
０
年

　

中
里
介
山
展
」
を
開
催

す
る
。
文
豪
・
中
里
介
山

に
関
す
る
記
念
展
示
と
記

念
講
演
会
を
行
う
。

　

同
郷
土
博
物
館
は

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年

4
月
に
開
館
。
市
民
の
文

化
的
創
造
を
育
む「
学
び
」

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
同
市
の
自
然
・
風

土
・
歴
史
・
文
化
に
関
係

す
る
資
料
の
収
集
、保
存
、

調
査
研
究
を
行
い
、
成
果

を
展
示
や
学
習
会
、
資
料

の
刊
行
な
ど
を
通
じ
て
公

開
し
て
い
る
。

　

介
山
は
若
い
頃
は
社
会

主
義
に
傾
倒
し
、
日
露
戦

争
下
に
は
「
平
民
新

聞
」
に
反
戦
詩
を
発

表
し
た
。
１
９
０
６

（
明
治
39
）
年
、
都
み
や
こ

新
聞
社
に
入
社
。
文

筆
の
才
を
発
揮
し
、

「
氷
の
花
」「
島
原
城
」

な
ど
の
連
載
小
説
を

手
が
け
、代
表
作「
大

菩
薩
峠
」
は
後
の
大

衆
文
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
映
画
に

も
な
っ
た
。
晩
年
は

記
念
展
お
よ
び
講
演
会
開
催

開館 40 周年を迎えた羽村市郷土博物館

　

多
摩
信
用
金
庫
（
本

店
・
立
川
市
）
が
運
営
す

る
多
摩
地
域
情
報
サ
イ

ト
「
た
ま
ち
っ
ぷ
す
」
が

「
～
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
推
し
パ
ン
が
ス

タ
ー
に
～
多
摩
地
域
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
」
を
開
催
し
て

い
る
。「
街
プ
レ
西
多
摩

版
」
な
ど
多
摩
地
域
で
活

動
す
る
20
の
メ
デ
ィ
ア
が

協
力
す
る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地

域
の
パ
ン
好
き
の
人
た
ち

に
「
推
し
パ
ン
へ
の
愛
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し

て
も
ら
い
、
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
住
民
参
加
型
の

企
画
。

　

新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
ウ
ェ

ブ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な

地
域
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
、
多
摩
地
域
の
お
い
し

い
パ
ン
屋
と
自
慢
の
商
品

に
光
を
当
て
、
地
域
全
体

の
活
性
化
を
目
指
す
と
い

う
。

　

多
摩
地
域
で
販
売
さ
れ

て
い
る
「
推
し
パ
ン
」
に
、

20
文
字
以
内
の
キ
ャ
ッ
チ

多
摩
信
金
が
開
催
　
地
域
20
メ
デ
ィ
ア
が
協
力

推
し
パ
ン
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
作
品
募
集

コ
ピ
ー
を
つ
け
て
投
稿
。

作
品
は「
た
ま
ち
っ
ぷ
す
」

ほ
か
協
力
メ
デ
ィ
ア
が
ユ

ー
モ
ア
・
セ
ン
ス
・
パ
ン

愛
な
ど
を
審
査
し
大
賞
な

ど
入
賞
作
品
を
決
め
る
。

　

大
賞
「
パ
ン
沼
ず
ぶ
ず

ぶ
賞
」
に
は
う
か
い
亭
の

豪
華
グ
ル
メ
チ
ケ
ッ
ト
４

人
分
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、

各
メ
デ
ィ
ア
賞
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
が
厳
選

し
た
多
摩
地
域
の
銘
品
や

体
験
ギ
フ
ト
な
ど
特
色
豊

か
な
賞
品
＝
ポ
ス
タ
＝
と

受
賞
作
品
の
パ
ン
店
ク
ー

ポ
ン
券
（
３
０
０
０
円
相

当
）
が
贈
ら
れ
る
。

　

応
募
は
、
多
摩
信
用
金

庫
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
友
だ
ち
追
加
。「
サ

ク
ッ
！
ふ
わ
っ
！
君
の
香

り
に
魅
せ
ら
れ
て
」（
フ

介山公園（羽村市
羽東）にある石碑

「生誕１４０年　中里介山展」

ル
ー
テ
ィ
メ
ロ
ン
パ
ン
／

店
名
・
市
町
村
）
の
よ
う

な
形
で
、
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
投
稿
す
る
。

　
「
た
ま
ち
っ
ぷ
す
」
で

は「
多
摩
地
域
の
パ
ン
屋
、

メ
デ
ィ
ア
、
利
用
者
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
く
地
域
参
加
型
企
画
。

お
い
し
い
パ
ン
を
通
じ
て

多
摩
地
域
の
個
性
や
魅
力

を
再
発
見
し
、
パ
ン
を
き

っ
か
け
に
人
と
街
が
つ
な

が
る
温
か
い
循
環
を
生
み

出
し
た
い
」と
期
待
す
る
。

羽
村
に
「
西
隣
村
塾
」
を

開
き
、
文
壇
か
ら
離
れ
て

「
超
然
と
し
た
」
生
活
を

送
っ
た
。
１
９
４
４
（
昭

和
19
）
年
4
月
28
日
、
59

歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

展
示
は
、
介
山
の
出
生

か
ら
晩
年
ま
で
を
実
物
資

料
や
写
真
で
振
り
返
る
。

「
大
菩
薩
峠
」
は
直
筆
原

稿
や
挿
絵
の
原
画
な
ど
を

展
示
し
、
紹
介
す
る
。
開

催
時
間
は
9
時
～
17
時
。

12
月
7
日
ま
で
。
入
館
無

料
。

　

10
月
12
日
に
は
プ
リ
モ

ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
（
同
市

緑
ケ
丘
）
で
「
異
能
の
人
・

中
里
介
山
‐『
大
菩
薩
峠
』

を
ど
う
読
む
か
」と
題
し
、

日
本
大
学
名
誉
教
授
の
紅

野
謙
介
さ
ん
が
記
念
講
演

を
行
う
。
14
時
～
16
時
。

受
講
無
料
。


